
１．はじめに

本橋梁は、宮戸川を渡河する国道４号バイパス
への下り線オンランプ橋である。施工範囲は、鋼
桁製作、輸送、架設、現場塗装であり、工事概要、
構造概要は、以下に示すとおりである。
工事概要
�１ 工 事 名：新４号栄橋ランプ橋上部工事
�２ 発 注 者：国土交通省関東地方整備局 宇都

宮国道事務所
�３ 工事場所：茨城県古河市久能地先
�４ 工 期：平成２５年１２月２７日～

平成２６年２月２８日
構造概要
橋梁形式：単純非合成箱桁
橋 長：６０．５００m
支 間 長：５８．５００m
鋼 重：２６４t（製作重量）
幅 員：４．０００m＋５．５００m
斜 角：５５°３０’００”

２．現場における課題

本橋の架設は、クローラクレーンによるベント
架設工法である。本工事の架設では、宮戸川が橋
軸方向に対し斜めに流れていること、更にベント
設備位置の地盤が軟弱なことなどの条件により、

以下に示す課題を解決する必要があった。本橋の
地形条件を図―１，２に示す。
１）宮戸川は、橋軸方向に対し２４°の方向に斜め
に流れている。これにより、橋面積のうちの約５５％
の面積が河川上という地形条件となり、全てのベ
ント設備を地上に設置することができない。その
ため、ベント設備として大梁を宮戸川上へ渡す計
画であったが、桁下空間は０．４mと狭く、十分な
大梁設置空頭を確保できない。これを解決するた
めの架設計画が課題であった。
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地形条件を配慮したクレーンベント架設について

２１
施工計画

図―１ 地形条件（平面図）

図―２ 地形条件（完成写真）
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２）地盤が軟弱なため、桁架設の際は１主桁に対
しベント設備を６箇所設置し、地盤への荷重を分
散する計画である。しかし、ベント設備を撤去す
る際は、ベント基数が減少していくため、地盤へ
の荷重が増大し、地盤沈下が発生する恐れがあっ
た。よって、地盤沈下を防止するためのベント設
備の撤去手順計画が課題となった。

３．工夫・改善点と適用結果

１）ベント設備の構造計算結果から、鋼桁を支持
するために必要なベント機材は、H９００×３００を主
梁とした長さ２０ｍ、設備高１．５ｍの大梁ベント設
備となり、桁下空間（０．４ｍ）に収まらない。この
ため、鋼桁を所定（完成形）より１．１ｍ高い位置に架
設し、高力ボルト締付け完了後に降下作業を行う
計画を立案、実施した。施工状況を図―３に示す。
これにより、大梁を含む設備高１．５mのベント設
備を、図―４のように設置することができ、桁下
空間が狭い橋梁の架設を実現した。
２）６基のベント設備で支持している間は、荷重
が分散しているため、安定した状態であるが、ベ
ント設備を撤去する際は、ベント設備を撤去する
毎に、残ベント設備の反力が増大するため、ベン
ト基礎部での地盤沈下が懸念された。このため、
ベント設備ごとに荷重を解放していく一般的な撤

去手順に代えて、端支点位置で鋼重によるたわみ
量（約５０ｍｍ）分をジャッキアップし、全てのベ
ント反力を解放した後、支点支持にする計画を立
案、実施した。支点支持までの施工ステップ図を
図―５に示す。これにより、以下の効果を得るこ
とができた。
・端支点位置でのジャッキアップに伴い、各ベン
ト設備への荷重は徐々に解放されていくため、
ベント基礎部の沈下やベント受点での桁の座屈、
及び大梁ベント設備の座屈を防止することがで
きた。
・たわみが生じる大梁上でのジャッキ操作を無く
すことができるため、解放作業時における安全
性を向上することができた。

４．おわりに

降下作業は、送り出し架設工法や横取り架設工
法では、一般的な施工方法であるが、今回のよう
に、十分なベント設備の空頭を確保できないク
レーンベント工法でも、有効に活用することがで
きる。また、ベント設備の構造、配置検討では、
架設時の荷重だけではなく、地盤条件に適したベ
ント設備の撤去手順を計画することが重要である。
当然のことではあるが、同じ条件の現場は存在し
ない。現場ごとに地形条件に配慮した架設計画を
検討することが最も重要である。

図―３ 降下作業（左：降下前、右：下降後）

図―４ 大梁ベント設備

図―５ 支点支持までの施工ステップ図
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